
翻
案リ

『
執
筆
巻
』

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
八
戸
藩
士
の
船
越
三
蔵
恭
康
(
俳
号
、
頴
月
堂
梓
佐
)
か
ら
、
八
戸

五
代
藩
主
南
部
信
輿
に
献
上
さ
れ
た
俳
譜
の
伝
書
『
執
筆
巻
』
(
宝
暦
八
年
二
月

奥
、
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
・
八
戸
南
部
家
文
書
)
を
翻
刻
す
る
。
併
せ
て
、
棒
佐
が

梓
雪
に
与
え
た
同
内
容
の
新
出
本
(
巻
子
本
零
一
巻
、
個
人
蔵
)
の
存
在
を
報
告
す

る

書
誌

「
執
筆
巻
」
(
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
・
八
戸
南
部
家
文
書
)
の
書
誌
は
以
下
の
と
お

り
。
藩
主
に
献
上
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
俳
諾
の
伝
書
と
し
て
は
、
立
派
な
体
裁

を
整
え
て
い
る
。

書
型
:
:
:
大
本
一
冊
。
袋
綴
じ
。
格
紙
。

表
紙
・
・
・
・
・
・
砥
粉
地
刷
毛
目
模
様
。

伊

藤

益ロ

隆

縦
二
七
.

一
叩
×
横
一
九
.
七
倒
。

題
接
:
:
:
左
肩
無
辺
。
金
箔
散
ら
し
地
に
「
執
筆
巻
」
と
墨
書
。

奥
書
:
:
:
「
右
誹
諾
執
筆
之
巻
梓
鶴
相
伝
之
通
/
依
/
仰
奉
差
上
候
以
上
/
宝

暦
八
戊
寅
年
二
月
六
日

船
越
三
蔵
[
印
]
/
恭
康
[
花
押
]
」
。

丁
数
:
:
:
全
四
一
丁
(
扉
一
丁
、
墨
付
四
O
丁)。

船
越
三
蔵

「
執
筆
巻
』
を
献
上
し
た
船
越
三
蔵
の
名
前
は
、
二
川
居
桜
曙
編
纂
・
百
仙
洞
古

心
校
訂
『
八
戸
俳
諾
史
』
(
昭
和
8
年
叩
月
刊
、
昭
和
問
年
ロ
月
覆
刻
)
の
冒
頭
に

見
え
る
。葱
に
我
か
八
戸
に
俳
諾
の
伝
来
し
た
る
事
蹟
を
稽
ふ
る
に
宝
暦
八
年
三
月
八
戸

五
代
の
藩
主
南
部
遠
江
守
信
興
公
へ
同
藩
士
船
越
三
蔵
よ
り
、
貞
徳
流
俳
諾

船
影
を
相
伝
し
参
ら
せ
た
る
を
以
て
鴨
矢
と
な
す
。
(
中
略
)
三
蔵
名
は
恭
康

幼
名
平
馬
後
に
三
蔵
と
改
む
。
正
徳
三
年
同
藩
士
船
越
清
右
衛
門
白
康
の
二
男
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に
生
る
。
(
中
略
)
就
中
俳
道
は
松
永
貞
徳
五
代
の
師
山
本
梓
鶴
の
門
に
学

て
、
其
系
統
を
受
け
頴
月
堂
梓
佐
と
い
ふ
。
諸
侯
伯
其
達
識
奇
才
を
慕
ひ
争
う

て
之
を
聴
せ
ん
と
す
。
信
興
、
公
亦
其
令
名
を
聞
き
召
し
て
新
に
家
録
を
賜
ひ
、

挙
け
て
務
士
の
中
位
に
列
し
其
学
ふ
所
の
漢
学
及
職
原
学
韻
学
甲
越
州
二
流
の

軍
学
並
に
武
芸
十
流
を
一
藩
に
教
授
せ
し
め
る
。

引
用
中
に
見
え
る
「
貞
徳
流
俳
諸
相
伝
系
統
」
は
現
存
し
て
お
り
、
『
八
戸
俳
譜
倶

楽
部
創
立
百
周
年
記
念
事
業
特
別
展

八
戸
の
俳
諾
』
(
八
戸
市
博
物
館
、
平
成
時

年
3
月
)
に
図
版
が
載
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
梓
佐
は
、
松
永
貞
徳
の
門
人
で
あ
る

山
本
西
武
と
高
瀬
梅
盛
に
師
事
し
た
伊
藤
信
徳
の
系
統
で
、
信
徳
、
植
村
信
安
、
山

本
棒
鶴
、
船
越
梓
佐
と
い
う
系
譜
で
あ
る
と
い
う
。

巻
子
本
『
〔
執
筆
巻
〕
」

最
近
に
な
っ
て
、
同
内
容
の
新
出
本
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
併
せ
て
そ

の
存
在
を
報
告
し
て
お
き
た
い
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
新
出
本
は
、
宝
暦
四
年
に
梓
佐

か
ら
棒
雪
へ
与
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
梓
佐
が
信
興
へ
『
執
筆
巻
」
を
献
上

し
た
四
年
前
に
あ
た
る
。

新
出
本
は
冒
頭
部
を
欠
く
。
し
た
が
っ
て
、
外
題
も
内
題
も
な
い
が
、
内
容
を
確

認
す
る
と
『
執
筆
巻
』
と
同
じ
も
の
で
、
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
・
八
戸
南
部
家
文
書

本
で
言
え
ば

5
丁
表
に
当
た
る
部
分
ま
で
の
内
容
を
記
し
た
部
分
が
破
れ
て
欠
落
し

て
い
る
こ
と
が
判
る
。
料
紙
は
間
に
合
い
紙
で
、
縦
す
は
一
八
・
一
叩
と
小
ぶ
り
で

あ
る
。
奥
書
は
以
下
の
通
り
。
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右
保
々
雛
為
秘
事
依
年
来
之
熱
望
此
度
令
相
伝
候
。
努
々
外
見
不
可
免
候
也
。

穴
賢
々
々

誹
祖
貞
徳
翁
道
統
六
世

頴
月
堂

梓
佐
[
印
]

子
時
宝
暦
四
甲
成
年
年

季
春
意
忌

頴
松
亭
梓
雪
丈

藩
主
に
献
上
し
た
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
本
で
は
、
奥
書
の
署
名
に
「
船
越
三
蔵
/

恭
康
[
花
押
]
」
と
い
う
本
名
が
脅
か
れ
て
い
る
が
、
梓
雪
へ
与
え
た
新
出
本
で
は

「
誹
祖
貞
徳
翁
道
統
六
世
/
穎
月
堂
梓
佐
」
と
い
う
俳
号
が
書
か
れ
て
い
る
。
梓
雪

に
つ
い
て
、
生
没
年
や
伝
記
的
事
項
な
ど
の
具
体
的
な
情
報
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
隆
志
編
「
合
嘉
々
美
」
(
延
享
四
年
刊
)
に
「
南
部
八
戸
連
」
と

し
て
梓
之
、
梓
仙
、
梓
佐
ら
と
入
集
し
て
い
る
の
で
、
八
戸
の
俳
人
で
あ
っ
た
こ
と

が
判
る
。

な
お
、
両
者
を
比
べ
る
と
、
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
本
の
方
が
書
型
も
大
き
く
、
料

紙
も
上
質
で
あ
る
。
奥
書
を
除
く
本
文
は
、
お
そ
ら
く
右
筆
な
ど
の
能
書
家
の
手
に

な
る
と
考
え
ら
れ
、
筆
跡
も
美
し
く
、
丁
寧
に
書
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
新
出
本

は
、
や
や
丁
寧
さ
に
欠
け
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
筆
跡
も
あ
ま
り
謹
直
な
も
の
で
は
な

く
、
書
き
飛
ば
し
た
り
、
そ
れ
に
気
付
い
て
後
か
ら
書
き
足
し
た
箇
所
が
あ
っ
た
り

も
す
る
。
た
だ
し
、
八
戸
図
書
館
蔵
本
に
も
、
数
箇
所
で
あ
る
が
誤
脱
か
と
考
え
ら



れ
る
箇
所
が
あ
り
、
凡
例
に
記
し
た
と
お
り
、
新
出
本
を
参
照
し
、
適
宜
補
っ
た
。

お
わ
り
に

八
戸
の
俳
諾
と
い
え
ば
、
七
代
目
藩
主
の
南
部
信
房
(
俳
号
、
畔
李
)

の
事
跡
が

注
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
五
代
藩
主
の
資
料
と
し
て
、
本
書
は
貴
重
な
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
内
容
も
、
当
時
の
俳
席
の
様
子
や
、
賦
物
に
つ
い
て
、
具
体

的
に
記
し
て
い
て
興
味
深
い
。
こ
こ
に
翻
刻
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

， 

〈
凡
例
〉

底
本
と
し
て
、
八
戸
市
立
図
書
館
蔵
・
八
戸
南
部
家
文
書
本
を
用
い
た
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
概
ね
通
行
の
字
体
を
用
い
、
濁
点
と
仮
名
遣
い
は
、
原
本

の
ま
ま
と
し
た
。

原
則
と
し
て
、
「
ハ
」
は
「
は
」
に
、
ヲ
こ
は
「
に
」
に
、
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

合
字
の
コ
ト
や
ヨ
リ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
事
」
「
よ
り
」
な
ど
と
、
適
宜
あ
ら
た
め
た
。

句
読
点
は
適
宜
補
い
、
改
行
も
適
宜
改
め
た
。
た
だ
し
、

2
丁
表
の
「
天
神
」
の

聞
の
前
で
改
行
す
る
の
は
、
原
本
ど
お
り
で
あ
る
。

底
本
に
は
、
「
・
」
や
「

O
」「
A
」
「
六
」
な
ど
の
記
号
を
付
し
た
箇
所
が
あ

る
。
翻
刻
に
あ
た
り
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
「
O
」
「
ム
」
は
翻
刻
し
、
他
は

省
略
し
た
。
な
お
、
新
出
本
(
巻
子
本
、
個
人
蔵
)
に
、
「
・
」
「
O
」
「
ム
」
「
六
」

は
付
さ
れ
て
い
な
い
。

底
本
の
各
丁
片
面
の
終
わ
り
に
当
た
る
と
こ
ろ
に

」
を
つ
け
、
(

)
内
に
そ

の
丁
数
お
よ
び
表
・
裏
(
オ
・
ウ
)
を
示
し
た
。

底
本
に
は
朱
筆
を
用
い
て
い
る
箇
所
が
あ
る
が
、
と
く
に
注
記
は
し
な
か
っ
た
。

な
お
、
新
出
本
に
、
朱
筆
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。

底
本
の
難
読
箇
所
や
誤
脱
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
、
新
出
本
に
よ
り
、
〔

を

付
し
て
適
宜
語
句
を
補
っ
た
。

参
考
の
た
め
、
原
本
の
参
考
図
版
を
末
尾
に
示
し
た
。

〈
翻
刻
〉
執
筆
一
通
の
仕
様

会
席
の
格
式

誹
詩
如
法
の
仕
様

一
、
先
誹
諦
を
興
行
せ
ん
と
お
も
は
¥
大
概
の
連
中
を
極
む
へ
し
。
是
は
、
月
次

臨
時
間
挫
の
事
也
。
又
、
貴
人
賓
客
な
ど
の
一
会
は
、
臨
時
の
事
も
有
へ
し
。
其

時
は
、
貴
人
の
御
発
句
、
或
は
客
の
発
句
を
得
て
、
俄
に
催
す
事
も
有
へ
し
。
日

頃
、
知
己
の
友
を
か
た
ら
ひ
、
幾
人
に
て
も
集
む
へ
し
。
其
時
、
宗
匠
あ
ら
ば
、

弥
ま
ね
く
へ
き
事
也
。
是
は
、

一
順
を
廻
す
」
(
ト
)
問
も
な
き
事
な
ら
は
、
客
発

句
、
亭
主
脇
し
て
、
第
三
は
誰
に
で
も
、
其
中
先
達
の
人
に
頼
む
へ
し
。
座
一
順

に
て
、
其
外
は
出
か
ち
に
付
へ
し
。
若
、
今
一
人
も
先
達
巧
者
あ
ら
は
、
執
筆
元

を
頼
む
へ
し
。
此
人
、
謙
退
し
て
、
先
へ
句
を
付
申
共
、
し
ば
ら
く
御
ま
ち
、
筆

を
御
取
被
成
候
て
給
り
候
へ
、
と
可
申
也
。
執
筆
元
は
、
宗
匠
の
役
な
り
。
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て
兼
て
よ
り
興
行
せ
ん
に
は
、
誰
に
で
も
発
句
有
へ
き
事
也
。
亭
主
、
是
非
、
脇

を
い
た
す
へ
し
。
第
三
、
宗
匠
か
、
又
は
老
功
の
人
を
一
巡
に
脅
へ
し
。
連
中
は

幾
人
に
で
も
、
連
中
次
第
た
る
へ
し
。
第
三
、
四
句
自
宅
六
句
目
。
、
七
句
目
、

八
句
目
、
裏
う
つ
り
よ
り
、
段
/
¥
人
数
に
寄
て
付
へ
し
。
付
留
り
を
執
」
(
↑
)

筆
際
と
申
て
、
其
句
は
執
筆
の
句
を
付
申
也
。

一
二
巡
は
、
亭
主
よ
り
、
其
人
/
¥
の
名
乗
を
押
あ
て
書
遣
し
申
事
也
。
句
に
座

位
あ
り
。
発
句
、
脇
、
第
三
は
、
格
別
な
り
。
四
句
目
、
此
所
は
、
宗
匠
座
に
は

あ
ら
さ
れ
と
も
、
功
者
の
人
付
る
也
。

俗
に
、

天
神
座
と
申
こ
と
あ
り
。
委
く
は
、
別
紙
に
有
。
五
句
目
、
長
句
故
、
先
賞
翫

也
。
六
句
目
は
、
次
也
。
七
句
目
は
月
の
座
な
る
故
、
是
も
功
者
の
人
、
賞
翫
の

場
所
也
。
尤
、
秋
の
発
句
か
月
の
発
句
に
て
候
得
は
、
此
所
、
月
不
入
候
得
と
も

場
所
は
よ
く
候
。
秋
の
発
句
に
て
候
得
と
も
、
大
概
第
三
迄
ニ
月
の
句
有
べ
き
事

な
り
。
八
句
目
、
巻
軸
也
。
九
句
目
、
裏
う
つ
り
。
是
亦
、
功
遠
の
人
に
」
(
仁
)

あ
て
か
ふ
へ
し
。
そ
れ
よ
り
段
/
¥
付
、
筆
際
と
申
は
、
宗
匠
役
、
弥
功
遠
の
人

に
あ
て
か
ふ
へ
し
。
是
、
亭
主
よ
り
の
名
の
り
付
の
見
は
か
ら
ひ
也
。
同
格
の
宗

匠
あ
り
て
、
場
所
一
巡
に
付
か
た
き
事
あ
ら
は
、
筆
の
外
へ
出
す
へ
し

O
印
は
上
.
・
印
は
下
也
@
出
の
悶
の
配
"
也
。

て
一
巡
遊
し
は
、
立
懐
紙
也
。
大
連
中
な
ら
は
、
紙
を
継
へ
し
。
さ
れ
と
も
、
奉

書
一
枚
に
十
四
五
人
は
書
れ
申
物
也
。
発
句
、
脇
を
書
、
つ
つ
し
、
第
三
よ
り
人

/
¥
へ
次
第
し
て
、
先
か
ら
先
へ
ま
は
し
可
申
事
也
。
番
様
、
何
月
何
日
、
ち
い

さ
く
肩
に
か
き
て
、
於
何
亭
興
行
と
書
て
よ
し
。
上
包
美
濃
紙
に
、

一
順
ト
書
、

下
ニ
亭
主
の
名
乗
リ
番
、
箱
に
入
遣
し
可
申
也
。
又
、
外
」
(
に
)
廻
状
壱
通
添
ふ
へ
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し

書
様

来
ル
何
日
、
於
何
亭
一
会
興
行
申
候
。
朝
食
後
と
か

よ
り
御
出
席
所
希
候
。
何
/
¥
ノ
勉
ト

尤、

一
順
早
々
御
廻
御
再
篇
迄
御
付
可
被
下
候
。
以
上

月

2
4昨

日

連
中
誰
/
{
¥
雅
丈
な
と
=
書
へ
し
。

但
、
此
廻
状
と
一
順
は
、
別
に
出
し
申
か
よ
く
候
。

一
所
に
出
し
て
は
、
句

を
案
し
申
内
、
廻
状
を
指
留
申
物
に
て
、
先
々
へ
廻
り
遅
く
成
候
故
、
格
別

に
廻
し
申
か
能
候
。
」
(
花
)
廻
状
は
、
常
の
認
や
う
也
。
是
は
、
方
角
に
よ

り
、
手
寄
能
方
を
順
々
に
書
申
も
よ
し
。
次
第
不
同
と
書
へ
き
な
り
。
右
、

日
限
も
急
成
時
は
、

一
順
に
魁
附
被
成
、
御
廻
し
と
書
へ
き
也
。
右
、
大
連

中
な
と
は
、
末
/
¥
一
巡
ま
は
り
兼
申
ニ
付
、
如
此
也
。
ケ
様
の
時
、
連
中

心
持
有
。
前
句
、
如
何
ほ
と
む
つ
か
し
く
候
共
、
早
く
付
廻
し
申
候
か
、
亭

主
へ
の
馳
走
也
。

魁
付
書
様
は

如
此
肩
に
書
へ
し
。

喰
は
、
午
ノ
下
刻
到
来
、
巳
ノ
上
刻
御
次
へ
。
又
、
何
の
刻
ニ
来
り
、

即
座
に
御
次
へ

句

名
乗

」
(
日
)



又
、
先
/
¥
に
で
も
右
之
通
也
。
緩
/
¥
し
た
る
一
順
に
は
、
不
入
事
也
。

思
ひ
の
外
、

一
順
も
は
や
く
廻
り
申
時
は
、
再
篇
に
て
、
作
者
の
長
短
の
句

を
よ
く
弁
へ
、
附
ま
は
す
へ
し
。
惣
而
、

一
順
は
大
事
の
物
也
。
若
、

人

の
所
に
て
久
く
滞
候
へ
は
、
兼
日
の
会
と
て
も
一
順
段
/
¥
延
引
、
亭
主
へ

の
無
礼
也
。

一
順
の
句
は
、
と
か
く
案
し
申
は
無
功
の
人
の
す
る
事
也
。
さ

し
あ
い
、
禁
句
無
之
候
は
¥
か
ろ
/
¥
と
付
、
先
へ
渡
し
可
申
事
也
。

順
再
篇
に
て
句
を
琢
磨
す
る
事
は
、
無
詮
事
也
。
座
席
に
て
、
何
に
で
も
秀

逸
の
句
い
た
す
へ
き
事
也
。
会
席
に
て
、
さ
し
あ
い
、
去
嫌
は
、
宗
匠
の
さ

ば
き
申
事
な
れ
は
、
大
あ
ら
め
に
」
(
柵
)
し
て
廻
し
て
よ
し
。
其
外
は
、
時

の
よ
ろ
し
き
に
し
た
か
ふ
へ
し
。

一
順
は
、
先
か
ら
先
へ
廻
り
申
物
也
。
連

中
、
遠
方
に
居
ル
方
へ
遣
し
候
て
、
指
合
等
、
先
に
て
見
付
、
自
の
句
附
か

た
き
事
多
く
有
之
候
へ
は
、
又
先
の
句
へ
戻
し
申
事
有
。
殊
之
外
邪
「
成
事

也
。
人
使
を
も
た
ぬ
人
な
と
は
、
迷
惑
な
り
。
左
様
の
遠
所
へ
遣
し
申
候
に

は
、
手
紙
に
て
も
指
添
、
句
付
申
候
。
若
、
指
合
等
候
は
¥
其
元
に
て
、

よ
ろ
し
く
御
引
直
し
御
付
可
被
下
と
申
遺
候
が
、

一
順
の
礼
儀
也
。
是
も
、

先
の
人
、
功
者
に
て
候
得
は
よ
し
。
無
功
の
人
、
遠
慮
深
き
人
、
初
心
な
ど

は
、
又
/
¥
一
順
戻
し
申
故
、
為
念
手
紙
添
事
也
。

」
(
畑
)

一
、
一
順
納
り
申
て
、
会
日
催
し
の
連
中
皆
/
¥
集
り
申
と
き
、
作
法
品
/
¥
有
と

い
へ
と
も
、
其
座
席
に
よ
り
て
か
は
り
め
多
し
。
執
筆
す
る
人
罷
出
、

一
順
を
宗

匠
へ
見
せ
、
さ
し
あ
い
去
嫌
の
吟
味
の
上
、
横
懐
紙
へ
写
し
可
申
事
也
。

て
一
順
の
内
、
隙
入
有
之
候
は
¥
断
を
い
た
し
可
申
事
也
。
或
は
句
を
付
申
候

て
も
よ
し
。
又
、
句
を
付
不
申
と
て
も
よ
し
。
然
共
、

一
順
に
は
、
句
は
付
申
候

得
と
も
、
其
日
は
不
叶
隙
入
残
念
な
と
¥
廻
状
に
番
へ
し
。
句
を
付
申
は
、
亭

主
よ
り
志
有
て
一
順
廻
し
申
事
に
候
得
は
、
句
を
附
申
座
席
へ
出
不
申
候
て
も
、

句
名
乗
有
之
時
は
連
座
の
心
也
。
ま
た
、
再
筋
も
御
代
句
頼
入
候
な
と
も
瞥
申
か

亭
主
へ
の
礼
義
也
。
又
、
故
障
有
て
久
し
く
会
」
(
柑
)
席
へ
も
不
出
、
或
は
近
日

他
の
固
へ
参
る
用
事
不
叶
事
あ
ら
は
、
格
別
の
沙
汰
也
。
然
と
も
句
は
加
入
す
へ

き
事
也
。

一
、
一
巡
之
事
、
作
者
先
後
の
事
に
付
、
場
所
習
有
る
也
。
是
は
亭
主
の
才
覚
有
へ

し
。
誰
を
先
、
誰
を
跡
へ
、
仕
か
た
き
事
ま
、
有
。
亭
主
身
寄
の
人
な
ら
は
、
客

分
の
人
を
場
所
能
は
か
ら
ふ
へ
き
事
也
。
此
事
、
誹
諾
の
上
、
会
席
の
難
義
な

り
。
む
つ
か
し
き
人
な
ら
は
、

一
巡
の
次
第
を
閥
へ
し
。
執
筆
の
句
の
外
へ
遣
し

可
申
事
也
。
是
を
筆
外
と
云
也
。

一
、
会
席
座
を
極
め
、
執
筆
本
懐
紙
書
写
し
、
誹
諾
初
り
申
候
は
¥
互
に
謙
退
有

へ
し
。
貴
人
た
り
と
も
、
其
座
宗
匠
へ
あ
い
さ
つ
有
之
事
也
。
文
台
直
り
申
時
、

宗
匠
を
」
(
叩
)
是
非
/
¥
御
招
、
文
台
の
元
に
お
き
申
事
也
。
宗
匠
も
其
時
挨
拶

有
之
事
也
。
殊
之
外
御
歴
々
の
御
出
会
に
、
宗
匠
上
座
へ
上
り
か
た
き
時
は
、
文

台
を
押
さ
げ
申
事
も
有
。

口
伝

大
体
の
儀
は
、
宗
匠
上
座
た
る
へ
し
。
鵬
首
知
何
様
の
貴
人
に
で
も
、
文
台
の
さ
ば

き
成
難
き
ゅ
へ
、
と
か
く
宗
匠
を
は
文
台
元
に
置
申
さ
て
難
成
事
也
。
其
外
、
大

連
中
中
座
文
台
と
申
事
有
。

口
伝

座
席
は
、
先
功
の
人
よ
り
上
座
を
極
め
、
初
心
の
人
は
下
座
に
か
ま
ふ
へ
し
。
亭
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主
は
、
本
よ
り
勝
手
近
き
方
に
居
可
申
也
。
」
(
村
)
折
ふ
し
〔
座
を
〕
立
申
事
も
有

之
も
の
也
。

一
、
座
定
り
て
、
執
筆
一
巡
よ
み
出
し
申
時
は
、
銘
々
の
句
名
乗
よ
み
候
時
、
作
者

首
を
さ
け
て
礼
有
へ
し
。
執
筆
も
、
段
々
よ
み
一
順
留
り
句
の
時
、
執
筆
の
句
読

申
時
は
、
懐
紙
持
な
か
ら
礼
儀
有
。
執
筆
迄
は
、
銘
々
の
句
名
乗
を
読
申
也
。
再

篇
に
は
、
懐
紙
に
附
有
之
て
も
、
名
乗
不
読
事
な
り
。
又
、
遅
参
の
人
、
或
一
順

之
外
不
時
に
来
る
人
、
再
篇
の
中
へ
附
申
候
衆
中
有
之
時
は
、
其
人
の
名
乗
計
読

事
也
。
執
筆
、
吟
声
に
習
有
。
句
留
り
は
、
両
度
吟
声
有
な
り
。
最
初
、
発
句
も

両
度
繰
返
し
読
事
也
。
挙
句
も
、
誹
諸
に
て
は
両
度
吟
声
有
。
当
代
連
歌
の
会
に

て
は
、
月
次
に
」
(
片
)

一
篇
読
也
。
是
も
、
佳
義
、
目
出
度
事
に
は
、
両
度
も
よ

み
て
よ
し
。
婚
礼
、
追
善
に
は
、
両
度
の
吟
声
忌
む
也
。
扱
、
座
定
り
、

一
巡
よ

み
あ
け
申
時
、
宗
匠
よ
り
い
つ
れ
も
御
安
座
と
申
也
。
其
時
、
平
座
す
へ
し
。

尤
、
会
に
は
袴
か
十
徳
を
着
す
へ
し
。
略
儀
の
会
に
は
、
そ
れ
よ
り
十
徳
は
か
ま

を
脱
申
事
も
有
之
候
得
と
も
、
し
は
ら
く
の
問
脱
ぬ
か
よ
し
。
帯
万
あ
ら
は
ぬ

き
、
片
脇
に
お
く
へ
し
。
武
士
方
は
、

一
腰
帯
し
申
事
也
。
扇
は
、
所
持
可
申
。

夏
な
と
は
、
暑
の
難
儀
有
之
c

し
っ
か
に
つ
か
ふ
へ
し
。
又
、
自
然
め
つ
ら
し
き

句
も
出
候
は
¥
書
付
可
申
た
め
に
も
よ
し
。

一
、
御
安
座
と
申
て
、
何
れ
も
く
つ
ろ
き
申
時
、
亭
主
よ
り
銘
々
菓
子
出
し
可
申

候
。
菓
子
に
極
り
な
し
。
或
、
小
わ
ん
」
(
叫
)
、
さ
と
う
し
ゃ
う
か
、
さ
と
う
ま

め
、
小
ら
く
か
ん
の
た
く
ひ
、
こ
ん
ふ
な
と
、
三
色
ほ
と
取
ま
ぜ
出
し
可
申
。
執

筆
へ
も
出
し
可
申
候
。
御
歴
々
方
へ
は
台
へ
の
せ
、
平
人
に
は
常
の
通
に
て
よ

し
。
晴
レ
の
会
に
は
菓
子
も
吟
味
す
へ
し
。
心
安
き
会
に
は
、

い
り
大
豆
、
あ
ら

れ
杯
に
て
よ
し
。
切
々
の
月
次
な
ど
に
は
入
ら
さ
る
事
也
。
亭
主
と
定
り
た
る
会
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の
事
也
。

一
、
晴
の
会
と
申
は
、
祝
言
、
移
徒
、
追
普
、
夢
想
等
の
、
上
下
に
て
も
着
し
申
さ

て
不
叶
佳
義
の
会
の
事
也
。
左
様
の
時
は
、
前
引
と
て
、
菓
子
の
上
に
、
宗
匠
へ

は
銀
子
に
で
も
一
封
付
申
事
也
。
又
、
扇
子
二
本
、
中
を
水
引
に
て
く
も
り
、
連

中
へ
遣
し
申
事
有
。
是
は
、
亭
主
物
」
(
叫
)
好
次
第
也
。
先
、
か
ゃ
う
の
会
を
本

法
格
式
と
申
也
。

一
、
横
懐
紙
の
書
様
有
。
誹
諸
に
は
賦
物
を
と
ら
さ
る
よ
し
、
貞
徳
一
流
に
申
事

也
。
立
圃
流
に
は
、
連
歌
の
通
り
賦
物
を
と
る
と
言
へ
り
。
何
れ
も
一
理
有
事

也
。
連
歌
に
は
、
昔
よ
り
五
ヶ
の
賦
物
と
て
定
り
た
る
文
字
有
。
其
外
、
小
賦
物

さ
ま
/
1
1
有
。
所
謂
、
名
の
付
か
ぬ
連
歌
に
は
、
端
作
、
連
歌
と
計
書
れ
さ
る

也
。
賦
物
を
題
に
と
り
て
、
興
と
す
る
也
。
名
の
句
と
申
は
、
懐
旧
の
連
歌
、
追

善
の
連
歌
、
夢
想
の
連
歌
、
経
文
の
連
歌
な
と
、
書
時
は
、
賦
物
い
ら
さ
る
也
。

其
外
は
、
是
非
賦
物
取
事
也
。
誹
諸
に
は
左
に
あ
ら
す
。
端
作
、
誹
諾
の
連
歌
と

書
故
、
賦
物
取
申
さ
ぬ
、
尤
也
。
又
、
賦
物
折
々
と
り
申
事
も
」
(
机
)
こ
れ
有
。

其
宗
匠
の
心
に
寄
へ
し
。
是
、
貞
徳
一
流
也
。
又
、
歌
仙
之
誹
諾
と
計
也
。
又

は
、
誹
譜
六
々
韻
、
鯉
鱗
の
誹
詩
、
世
士
口
の
誹
諾
と
も
書
候
得
と
も
、
世
よ
し
、

五
十
韻
、
七
十
二
候
に
は
、
表
八
句
故
、
百
韻
に
准
し
て
誹
諾
の
連
歌
と
書
た
る

も
よ
し
。
百
韻
の
略
也
。
又
、
源
氏
の
誹
請
は
、
表
六
句
有
故
、
誹
諾
の
源
氏
と

な
り
と
も
、
源
氏
の
誹
諾
と
も
書
へ
し
。
い
っ
と
て
も
、
間
へ
、
の
字
入
へ
し
。

口
伝

一
、
賦
物
と
る
事
、
是
は
宗
匠
の
役
め
也
。
発
句
出
来
し
て
、
此
度
は
賦
物
の
誹
諾



に
い
た
す
へ
し
、
御
連
中
の
内
よ
り
も
賦
物
御
と
り
と
、
宗
匠
申
事
有
。
と
か
く

宗
匠
よ
り
と
謙
退
有
」
(
刊
)
挨
拶
也
。
時
に
よ
る
へ
し
。
其
時
、
執
筆
、
端
作
に

賦
と
申
一
字
書
申
事
也
。
是
、
上
賦
下
賦
の
様
子
し
れ
き
る
故
也
。
賦
物
出
来
の

時
、
害
事
也
。
誹
詩
の
賦
物
は
、
連
歌
に
と
ら
さ
る
誹
言
を
と
る
事
也
。
横
懐
紙

の
図
、
左
に
記
す
。

紙
は
奉
書
。
杉
原
よ
し
。

四
枚
を
一
所
に
折
、
二
枚
宛
重
て
、
又
三
つ
に
折
也
。
端
作
の
書
様

は
、
折
目
へ
少
し
か
け
て
書
も
の
也
。
是
、
習
也
。
折
目
の
外
に
は
、

書
さ
る
也
。
名
乗
リ
之
事
、

一
順
に
は
と
く
と
印
申
也
。
再
筋
よ
り

は

一
字
計
に
て
よ
し
。
又
、
万
句
、
奉
納
千
句
な
と
は
、

一
順
の
外

は
一
二
付
と
申
て
名
乗
書
さ
る
也
。
是
も
、

一
ョ
リ
十
迄
書
、
又

一
二
三
四
と
書
也
。
十
一
、
十
二
と
は
書
さ
る
な
り
。
其
外
習
ひ
て
知

る
へ
し
。

」
(
枕
)

口
伝
年
号
月
日
計
廻
斗
不
書
事
也

何
年
何
月
何
日

是
を
端
書
と
い
へ
り
。
随
分

細
く
書
事
也
。
口
伝

、
是
ヲ
端
作
リ
と
云

/
賦
何
人
連
歌

浦
ゃ
い
つ
く
わ
す
れ

文
康

草
つ
む
み
る
め
哉

秋
ま
つ
菊
の

匂
ふ
は
ま
風

長
慶

如
櫓

沼
巴

宗
差

未
恵

閑
清

か
た
原
の
里

こ
れ
よ
り
う
ら
う
つ
り
也 将
清

文
台
之
事

」
(
叫
)

一
、
文
台
は
内
宴
御
歌
合
披
講
に
出
る
。
此
時
の
飾
リ
様
口
伝
の
よ
し
。
誹
諾
と
も

影
う
か
ふ
月
の

タ
浪
山
か
け
て

お
り
居
腐
の

遠
さ
か
る
声

分
か
え
る
野
は

初
霜
の
色
々
に

ち
り
く
る
木
の
葉

そ
こ
と
し
も
な
し

お
く
深
き
岩
の

は
さ
ま
の
路
絶
て

す
む
た
れ
な
ら
し

に
用
ゆ
る
也
。

有 夫
、
文
台
寸
法
、
不
極
大
小
あ
り
。
高
さ
も
色
々
あ
り
。
大
概
す
法
形

上
々
の
文
台
は
、
蒔
絵
、
梨
子
地
、
金
物
等
、
好
に
ま
か
せ
て
随
分
結

構
成
物
也
。
硯
箱
も
寸
法
有
。
結
構
成
文
台
は
平
人
の
用
る
事
に
あ
ら
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さ
れ
と
も
、
古
き
家
に
は
っ
た
わ
り
て
、
有
に
ま
か
せ
て
用
る
也
。
大

体
は
、
け
や
木
、
桑
、
其
外
唐
木
、
黒
柿
な
と
に
て
、
木
地
、
或
は
た

め
ぬ
り
の
」
(
ト
。
)
も
や
う
、
蒔
絵
有
。
其
外
、
し
ゅ
ん
け
い
な
ど
に
て

可
致
也
。
古
へ
よ
り
、
文
台
、
長
柄
文
台
と
て
、
為
家
卿
の
時
代
に
有

よ
し
。
是
は
、
長
柄
の
橋
柱
の
木
に
て
つ
く
り
し
文
台
ゆ
へ
、
名
附
し

也
。
重
宝
の
物
也
。
其
外
、
千
鳥
台
、
舟
岡
台
な
と
名
物
有
よ
し
。
其

後
、
誹
人
、
連
歌
師
等
、
い
ろ
/
¥
物
好
に
し
て
都
、
其
名
を
付
て
重

宝
せ
し
也
。
文
台
に
も
、
花
台
を
も
用
ひ
、
経
机
な
と
も
、
事
閥
に
は

用
ゆ
る
也
。
又
、
将
葉
盤
な
と
も
用
る
也
。
是
は
是
非
な
し
。
懐
需
を

畳
の
上
に
直
に
置
事
、
無
礼
也
。

一
向
事
を
し
ら
さ
る
人
の
す
る
事

也
口
伝
に
、
懐
紙
の
中
に
仏
神
の
句
な
と
有
故
也
。

」(↑。)

て
古
代
に
て
は
、
連
歌
な
と
執
筆
の
法
も
な
か
り
し
ょ
し
。
作
法
の
極
り
あ
る

は
、
応
安
元
年
二
月
、

一
線
禅
問
、
救
済
法
師
、
周
阿
法
師
等
と
合
鉢
の
新
式
御

編
集
の
次
て
に
、
執
筆
の
作
法
も
極
め
ら
れ
し
事
也
。

一
、
文
台
の
か
ぎ
り
や
う
は
、
文
台
の
上
に
、
奉
書
杉
原
の
類
ひ
に
て
一
帖
中
折
に

し
て
、
其
上
に
硯
を
の
せ
、
水
引
を
添
、
床
の
前
か
又
上
座
の
ほ
と
よ
き
所
に
か

さ
り
置
也
。
座
定
る
時
、
執
筆
を
呼
出
し
、
執
筆
も
作
法
の
通
り
に
取
さ
ば
き
有

事
也
。
執
筆
、
文
台
へ
か
、
り
候
て
は
、
硯
を
と
り
、
右
の
方
へ
置
、
蓋
を
取
、

あ
を
の
け
て
硯
と
な
ら
べ
置
、
右
之
紙
四
枚
と
り
、

一
所
に
横
折
に
し
て
、
二
枚

つ
=
わ
け
で
、
硯
の
ふ
た
に
二
枚
は
の
せ
、
残
る
二
枚
折
申
候
而
」
(
ト
一
)
書
へ

し
。
抜
、
硯
の
墨
を
す
る
事
、
是
は
五
す
り
七
す
り
ほ
と
に
て
よ
し
。
そ
れ
に
て

は
墨
う
す
き
故
、
内
諾
に
て
よ
き
ほ
と
に
す
り
て
出
る
也
。
懐
骨
へ
付
候
而
う
す
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き
は
見
苦
敷
也
。
又
、
殊
之
外
こ
き
は
見
く
る
し
。
執
筆
、
功
者
に
よ
る
へ
し
。

筆
も
二
本
程
入
可
申
候
。
亭
主
よ
り
出
ル
筆
に
候
得
は
、
よ
ろ
し
か
ら
す
。
我
手

に
あ
わ
ぬ
事
も
有
へ
け
れ
と
も
、
是
非
な
し
。
自
分
の
筆
持
出
害
事
、
無
礼
也
。

筆
の
さ
や
は
、
上
へ
ぬ
く
へ
し
。
下
へ
ぬ
く
へ
か
ら
す
。
習
ひ
也
。
墨
筆
に
く
、

ま
せ
、
右
の
手
に
持
て
一
順
を
読
あ
く
る
也
。
始
終
筆
を
放
す
事
な
し
。
吟
声
に

浮
沈
の
習
ひ
有
。

口
伝
、

一
句
を
三
段
に
読
。
名
乗
は
ひ
く
、
ょ
む
也
。

去
嫌
ひ
、
さ
し
合
等
は
、
大
概
執
筆
心
得
な
く
て
は
な
り
か
た
し
。
」
(
ト
一
)
尤
、

宗
匠
文
台
の
元
に
有
と
い
へ
と
も
、
誹
談
其
外
に
文
台
を
守
リ
つ
め
て
も
居
さ
る

も
の
也
。
執
筆
心
得
に
て
、
其
応
答
有
へ
し
。
然
れ
と
も
、
宗
匠
を
さ
し
置
さ
ば

く
事
、
努
々
有
へ
か
ら
す
。
指
合
等
、
見
え
申
候
は
¥
宗
匠
の
方
へ
其
断
立
可

申
、
と
が
/
¥
敷
申
事
、
作
者
へ
の
無
礼
な
り
。
先
、
当
分
の
事
共
は
く
る
し
か

ら
ず
。
其
上
、
貴
人
、
少
人
杯
の
句
は
、
少
し
指
合
見
え
申
候
と
て
も
、
其
分
に

て
う
け
取
可
申
事
、
故
実
也
。
其
後
、
あ
し
き
事
は
懐
紙
を
置
し
置
事
也
。
懐
紙

清
書
の
時
、
宗
匠
吟
味
有
事
な
れ
は
也
。

一
、
執
筆
第
一
心
得
可
申
事
は
、

一
順
は
も
と
よ
り
、
再
篇
の
時
、
前
後
を
能
弁

へ
、
作
者
の
長
短
を
違
な
き
ゃ
う
に
、
再
篇
に
〔
は
〕
句
の
遠
き
方
よ
り
名
乗
を

呼
出
し
、
句
を
附
さ
せ
可
申
事
也
。
其
内
、
作
者
よ
り
の
」
(
ト
一
一
)
遅
速
は
是
非
に

及
さ
る
也
。
前
句
に
よ
り
一
座
附
あ
く
む
事
有
。
此
時
、
前
句
を
呼
か
け
る
事

有
。
追
か
け
/
¥
呼
か
け
る
事
あ
し
二
能
ほ
と
/
¥
に
可
有
。

一
、
懐
紙
書
様
は
、
二
枚
つ
、
重
り
お
り
、
初
折
は
二
枚
か
さ
ね
て
書
可
申
也
。



枚
書
終
り
候
は
も
、
下
の
紙
を
壱
弐
分
右
の
方
へ
出
し
か
け
、
其
出
た
る
紙
を
筆

の
軸
に
お
さ
へ
、
上
の
紙
を
横
に
引
ぬ
く
へ
し
。
さ
て
、
書
た
る
懐
紙
を
、
文
台

の
先
へ
、
裏
の
方
を
面
へ
し
て
な
ら
べ
置
へ
し
。
是
は
、
打
越
を
見
申
へ
き
た
め

な
り
。
懐
紙
書
様
は
、
句
附
し
て
懐
紙
を
我
か
乳
の
あ
た
り
ま
て
取
あ
け
、
筆
も

軸
先
を
持
、
中
た
め
に
書
へ
し
白
書
様
墨
次
、

口
伝

」
(
七
)

一
、
執
筆
の
唱
様
は
、
御
発
句
、
御
脇
、
御
第
三
一
と
、
御
の
字
付
て
可
申
事
也
。
貴

人
の
座
席
な
ら
は
、
弥
の
事
也
。
四
句
目
、
御
の
字
入
ら
す
。
四
句
目
と
は
申
へ

か
ら
ず
。
ヨ
ク
メ
と
申
へ
し
。

口
伝

天
子
に
て
四
の
字
御
嫌
ひ
被
遊
候
故
之
由
。

五
句
目
、
六
句
目
、
七
句
目
、
此
時
、
月
い
ま
た
出
不
申
候
は
¥
月
と
呼
か
け

可
申
候
。
月
の
定
座
也
。
是
も
御
の
字
不
入
。
八
句
目
、
裏
、
っ
つ
り
と
来
ル
也
。

裏
う
つ
り
の
句
附
候
は
¥
面
の
方
を
む
け
て
置
へ
し
。
是
も
、
打
こ
し
見
る
た

め
也
。
裏
二
句
附
候
は
¥
裏
返
し
て
置
へ
し
。
裏
十
句
目
、
月
秋
に
と
て
、
是

も
呼
か
け
申
也
。
是
は
、
月
の
句
、
秋
の
句
は
、
十
句
目
に
か
き
ら
す
、
何
句
目

に
で
も
出
し
可
申
事
な
か
ら
、
連
中
、
月
の
句
を
出
し
申
は
、
先
太
切
の
事
」

(
ト
三
)
ゆ
へ
、
老
功
の
衆
中
へ
ゆ
っ
る
心
持
有
て
、
初
心
等
、
月
を
遠
慮
い
た
す

也
。
そ
れ
ゆ
へ
、
自
然
と
十
句
目
迄
も
月
出
不
申
ゆ
へ
、
呼
か
け
る
事
也
。
此
前

に
て
、
月
に
て
も
、
秋
の
句
に
て
も
、
出
不
申
候
市
は
、
秋
は
三
句
連
申
物
故
、

花
に
か
ま
ひ
申
故
、
十
句
目
、
十
一
旬
目
、
十
二
句
目
迄
に
、
三
句
秋
の
句
を
つ

れ
申
也
。
花
も
右
同
前
。
月
よ
り
も
大
切
な
る
ゆ
へ
、
次
第
/
¥
に
初
心
謙
退
し

て
せ
さ
る
ゆ
へ
、
十
三
句
目
を
花
の
定
座
と
申
也
。
花
の
句
の
時
も
、
執
筆
よ
り

花
と
呼
か
け
る
也
。
月
は
、
こ
ほ
れ
月
と
申
て
、
十
四
句
目
迄
も
お
く
り
て
、
百

韻
に
一
ヶ
所
は
く
る
し
か
ら
ず
。
花
を
こ
ぼ
し
申
事
、
例
の
な
き
事
也
。
月
も
こ

ぽ
し
申
事
、
好
し
か
ら
ず
。
執
筆
の
無
功
也
。
呼
か
け
ざ
る
時
は
、
折
ふ
し
は
月

も
秋
も
む
つ
か
し
く
な
る
も
の
也
。
」
(
↑
=
一
)
能
/
¥
可
心
得
事
也
。

一
、
花
の
前
に
は
、
植
物
遠
慮
す
へ
し
。
作
者
よ
り
は
、
何
の
弁
へ
も
な
ふ
附
出
し

候
得
と
も
、
執
筆
の
心
に
て
、
花
に
近
く
候
と
気
を
付
可
申
事
也
。
う
か
/
¥
と

花
前
に
植
物
有
之
て
む
つ
か
し
き
時
は
、
二
句
花
と
て
高
木
植
物
に
二
句
隔
て
く

る
し
か
ら
ぬ
花
を
付
る
也
。
又
、
打
こ
し
植
物
有
て
、
花
前
に
も
句
付
申
時
は
、

植
物
に
な
ら
さ
る
雑
の
花
を
付
る
也
。
ヶ
様
の
事
も
、
皆
執
筆
の
心
得
違
よ
り
起

る
事
也
。
し
か
れ
と
も
、
作
者
も
常
/
¥
心
得
有
て
よ
し
。

一
、
執
筆
居
す
ま
ひ
は
、
連
中
平
座
有
て
も
膝
を
屈
さ
る
事
也
。
し
か
れ
と
も
、
ぜ

ひ
ろ
く
に
と
あ
ら
は
、
片
膝
を
立
て
居
申
」
(
ト
岡
)
か
よ
し
。
是
、
中
た
め
に
物
を

書
に
使
よ
し
。
平
座
に
て
は
物
事
見
に
く
き
も
の
也
。

一
、
百
韻
満
座
の
時
は
、
四
枚
の
懐
紙
一
つ
に
重
、
両
手
に
て
目
八
分
に
持
、
揚
句

を
吟
声
す
へ
し
。
惣
別
、
執
筆
の
進
退
、
座
馴
さ
る
は
見
苦
し
。
と
り
ま
は
し
利

根
に
可
有
事
也
。

俗
ニ
目
、
執
筆
立
の
宗
匠
と
申
せ
は
、
執
筆
は
宗
匠
の
下
地
也
。
執
心
の
人
は
、

好
ミ
し
て
も
執
筆
を
し
て
、
さ
し
あ
ひ
、
去
嫌
ひ
を
能
党
へ
き
事
也
。
其
上
、
俗

字
、
古
語
等
も
、
目
馴
れ
耳
馴
れ
、
磯
文
字
の
一
つ
も
覚
へ
、

一
生
の
徳
に
な
る

事
な
れ
と
も
、
執
筆
は
、
誹
諾
に
て
は
、
い
や
し
き
も
の
、
の
や
う
に
覚
た
る
人

有
。
大
き
に
不
可
也
。
先
祖
貞
徳
も
、
紹
巴
法
橋
の
連
歌
の
会
」
(
ト
四
)
に
は
、
度

/
¥
執
筆
を
い
た
さ
れ
た
る
に
よ
り
、
新
式
等
の
差
別
、
無
言
抄
等
の
事
迄
も
く
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わ
し
く
、
御
傘
と
申
誹
譜
の
新
式
を
造
り
、
誹
譜
の
大
宗
匠
な
り
。

用
付
か足

。大

:5 
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に』、
指取
と也
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」
(
ト
六
)
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一
、
執
筆
可
噌
道
具
、
の
事

秀
逸

K
2
トド廿の制に.悼の禽みがさと則樹甲骨刊。廷は.

4

ヲ
ρ
t
民旬の斑英中旬凱問符の
b

引をいふ也。

L
白
中
京
1

・

'̂ 
ら

筈
さ
し

鎖t

墨
の
つ
か

耳
か
き

筆

包武田

k
-
"
此は.何にても曲刊か旬を巾時
.
g
の旬ならは怠はくる

b

・泥占
E

しからぬかと拍同僚へ同時巾時‘怠は速く餓と符へ中也
ψ

右
は
、
亭
主
よ
り
硯
箱
文
台
に
さ
し
そ
へ
て
出
る
も
の
也
。
懐
紙
も
附
句
さ
し
合

耳目廷は
.
n
E

旬にても附句にでも.京庇へ問中時、

古めかしき古めかしき作例の釘たるを値する事也.

候
へ
は
、
句
を
直
し
申
故
、
け
つ
り
申
事
有
之
。
其
節
、
筈
さ
し
入
事
也
。
又
、

う
つ
く
し
い
段
以

Myf、又設ともなきゃうの旬

一
句
と
も
に
戻
り
申
事
有
。
是
は
、
け
つ
り
申
事
も
造
作
ゅ
で
は
り
紙
い
た
す

護i窓
口

制国1.1
)(E! 折処
合11
と
中腰
ての
Hて
か文
，、~~

22 
需主
線、
ふ耳

聖司
砲の
，制

り

あ

1.1 

り是
て11
成‘
とn
も旬
旬を
~--

~旬、つ
な、
書け
れず

主f.t
:.t:る

砥
Jj~ 

2翠
ど，.
はE
しそ

n、て
話智

許
な2< T .. 
τU  

4時

M~ii 
旬~
もよ
そ9・J
.ゆ
ける
剛L
mて
な
りあ
。さ

事
也
。
其
時
、
糊
入
る
事
也
。
錐
も
、
満
座
に
て
水
引
に
て
む
す
び
申
時
、
入
る

事
有
。

」
(
ト
五
)

」
(

-

M

)

主
の
好
む
所
に
よ
る
へ
し
。
水
引
と
ぢ
申
に
迄
、
習
ひ
あ
り
。

院
間
二
句
四
句
伐
y
司
令
腕
f
お
畑
請
以
前
一
絞
り
鰍

μ徒
同
科
目
持
γ
u
w
絡
が
お
さ
の

タ

ケ

ヲ

ミ

チ

カ

h
y

長
句
短
句
と
ま
へ
し
。

一
、
清
書
紙
は
、
雲
紙
、
天
龍
紙
、
奉
書
等
也
。
四
季
絵
書
た
る
懐
紙
も
有
。
其
亭

て
誹
諾
の
席
に
て
、
普
く
取
あ
つ
か
ふ
詞
の
事

懐
紙
臨
時

つ
れ
た
る
と
云
事
磁
波
野
品
十
例
ぷ
忠
誠
均
十
代
詩
将
校
，
Ma--

て
一
順
益
三
巴

文
台
硯
路
央
伝
競
H
o

揃
付
棚
と
申
す
事

是
は
、

一
折
の
内
に
一
句
も
附
さ
る
事
也
。

宗
匠
経
協
和
ぺ
一
Z
也e

執
筆
綴
作
。

面

総

数
泣
と
申
詞
有

;~ 
也‘

Fに
のて
案通

え2
22 
所唱
をれ

まあ

社
あを
しを

をす
付、

るそ

む
。て

」
(
ト
七
)

旧
式
は
十
句
也
@

端
作

2
2
T
g也。

吟
声
撚
お
特
例
℃
も
は
っ
き
り
と
き
こ
へ
き
る
は
わ
ろ
し
。

親句 3賦Z端
しを 7物7書
き練;取I年
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入 ;i i 
過時:J. ~ 
る書jg
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t
E
V
J

と.作おの名取旬放を傷事也。

句
を
誉
ル
事
側
、
公
札
口
ω
ぶ
旬
以
吟

」
(
↑
五
)

肌
と
申
事
問
於
此
V
四百。

付
様
と
云

付
-t..、

'レ
付

句
，レ

意
味

句
味

は
ま
る

qiu版
協
司
J
刊
は
が
絡
吟

句
の
唖
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i
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M
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戻
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さ
し
合
繰

去
嫌
を
尋

長
く
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R
R
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」
(
ト
ヒ
)
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句
造

押
は
づ
れ

司
己
卜
閥
旬

E
F
刻
め
を
云
。

句
長

句

逮

ひ

」
ほ
れ
月
時
伝
れ
認
ぷ
加
ぶ
什
四
一
w
y

月

花

2
・
月
の
十
一
一
旬

2
6
2時
、
月
花
を
す
る
な
り
。

他

の

季

の

月

t‘
2
2に
つ
か
へ
て
な
ら
さ
る
と
き

-
Z
2
3
8
0

待
か
ね
恋
且
在
、
う
ら
移
に
恋

2
2
2
0震
に
て
は
十

gmきる
法

5
0
2。

呼

出

し

花

昔

、

花

の

富

良

に

容

を

山

手

也

。

引
上
花
昔
、
花
産
自
に
す
る
花
を
い
色
。

匂

ひ

の

花

t‘
口
伝
也
。
裂
の
花
也
。

裏
一
順

レ
-
-
「
」
「
+
品
名
残
夜
八
旬
也
@
此
時
は
、
連
中
の
兵
制
問
か
ま
ひ

j
L
-
3
・
t
な
く
‘
お
も
ひ

f
kに
旬
を
U
T
V
付
て
の
〈
事
也
.

先
吟
関是
ては

雄前
は人

告度
とに

:~ 

謀
議
明
言2
ぁー
れ支
はそ

妓
ι ，、
夜
滋
を

留
句
笑是
11:1;1 
か‘
り殊
て之
‘外

認
とな
111る
時人

迎て
中‘
あ人
んに
し旬
不を
剛と
、ら

此れ
人・

付2
きょ
せ〈
るせ
~ん
也人
。を

さ
し
句
昔
、
韓
主
人
を
き
し
て
句
を
あ
て
か
ふ
と
一
番
也
。

分
ン
句
是
は
・
名
乗
付
有
て
・
義

2
2・

出
か
ち
昔
、
誰
に
て
も
達
者
に

2
2
2
2。

見

渡

し

佐

-
g・
2
に
も
裂
に
も
昏
つ
ら
ね
た
る
見
遍
し
也
。

句u 両
反;宅
延
は 又是
誰は
旬と
の 同花
そ 人な
る あと
と ん誰
申 しと

也まt
と2
盟時

也静
巡
し
て
せ
き
る
時

u
n
/
1
・
・
と
廷
は
‘
前
旬
防
に
〈
き
所
.
か
ろ
/
¥
と
や
り
旬
を
す
る
事
也
。

組
員
句

素
折
昔
、
一
街
に
恋
の
な
き
折
を
一
耳
，

素
秋
昔
、
秋
に
月
の
旬
な
さ
を
言
。
震
は
習

2
・

』

J

h

n

v

n

Z

は
、
前
句
む
つ
か
し
さ
臨
時
‘
連
中
不
時
間
あ
ん
し
ふ
〈
れ
て
時
う
つ

ヰ

り

ロ

一

a・
2
(と
付
て
の
く
を
云
。
足
、
上
手
の
き
り
。

句
お
し
み
昔
、
-
句
に
て
も
よ
る
を
せ
ん
と
、
あ
ん
し
中
作
者
を
い
ふ
也
@

句
恩11
染
と是
しは
て・
もと
しか

t品
dfij 
~~、

11少
ふし
也に
。て
も
付

な

て

あ
L 

候
申

E 

句
長
を
繰

句
談

誹
談

開

句

昔

、

8
に
で
も
ど
か
し
き
手
伝
襲
な
と
を
関
学

Z。

入

2
・

2
付
て
も
さ
し
あ

2
5
2
Z入
ル
と
云
。

」
(
ト
八
)

絞ぷ負
イお
h し
長み
点 い点
をふm

m 翌五
時 5と

旬

撃
也

nzb.
点
取
の
詞
也
.

句
〆

高
き
句
向
上
の
句
也
。

卑

句

い

や

L
i
t
z
a
g也。

禁

句

3
・
世
上
の
号
、
上
方
公
辺
の
事
な
ど
ま
君
主
な
旬
。

放
持

t・
-
句
に
人
の
あ
し
き
事
・
身
の
上
の
あ

L
S
Z
E
-
-

占
山
閲
キ

点
取

占
…
ム
ロ

点
式

点
陪

去
捨
制
御
γ
守
と
ら
ぬ

長
己
訂
リ
是
は
‘
前
旬
の
同
開
子
に
よ
り
て
.
其
中
よ
り
‘
う
み
闘
し

試
姐
左
ト
す
る
世
帯
な
り
。
朗
付
に
似
て
絡
別
也
。
予
針
の
直
面
也
。

句

拍

子

t‘
ひ
た
(
と
飽
旬
を
付
て
・
喜
早
〈
出
来
す
る
を
い
ふ
也
。

」
(
ト
八
)

句

渋

る

打
ひ
ら
め
乎

T
2
0
いや

L
S也

句

ハ

し

ま

る

と

云

事

践

校

訟

が

削

鳩

山

拐

都

宮

。

ほ

そ

く

か

ら

ひ

る

と

云

事

有

花
車
な
る
旬
也
。

工

案

句

按

排

い

つ

れ

も

あ

ん

す

る

Z。

甘

き

句

塩

か

ら

き

句

苦
キ
句
何
れ
も
あ
ん
ば
い
也
。

勿

論

の

句

粉

骨

の

句

邪

正

の

句

云

叶

へ

る

句

今

少

し

の

句

骨

の

有

句

」
(
ト
九
)

実

の

句

虚

の

句

寓
言
の
句

花

や

か

な

る

句

酒
落
の
句

重

き

句

」
(
↑
九
)

」
(
仁

0
)
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軽
き
句

放
題
句

当
己
即
妙
句

故
事
の
句

落
題
句

案
た
る
句

当
世
の
句

頓
作
句

案
し
ぬ
句

」(に
0
)

能
句
な
と
ほ
め
る
に
、
能
御
あ
ん
し
と
申
か
よ
し
。

千
句
宵
ひ
有

本
式
百
韻
大

rz

誹
諾
一
通
リ
名
目

五
十
韻

七
十
二
候
直
面

20

和
漢
ハ
十
旬
源
氏
締
官
明

漢
和
実
害
。

歳
日

七
夕
月

出O¥1llIllI世J。

祝
言

出
陣

'JI、
川口.'、経
文

百
人
一
句
切
句

歳
暮

重
陽

雪移
徒
冗
岨
無
常

上
巳

花

い
つ
れ
も
式
日
発
句
有
へ
き
明
也
。

古
伊
相
仙

神
祇

十百
百韻
韻開制

有

手手四
四六斗a

zK4由
dイ山 富重
二八四 日E
折句旬二裏面 否益

術十.~~ f，，;ミ

石旬 2k 

其
外

」(に一)

述
a懐

魚

端
午

郭
r... 
品、

元
服
釈
教

尽
誹
諸
経!品五E

自ii
」示Z
L翁
尽

'懐
!日

枇
玄
荏
惟
之
。

a鳥

調

識
人

其
外
異
形
体
、
い
つ
れ
も
誹
諸
に
い
か
ほ
と
も
申
へ
き
事
也
。
い
ろ
は
連

」(に一)

歌
、
伊
勢
物
語
、
御
連
歌
等
、
古
へ
も
有
之
事
也
。

匂
ひ
の
花

裏
八
句
の
花
也
。
香
を
焼
事
、
口
伝
。

60 

中
座
文
台
の
事
、
口
伝
。

丁
付
ノ
事

初
折
は
ウ
、
二
ノ
折
二
ウ
、
三
ノ
折
三
ウ
、
四
ノ
折
、
名
残

カ
ヲ

名
ウ
と
か
残
と
か
書
也
。
又
、
余
波
ノ
字
わ

の
折
と
云
也
。

け
て
も
よ
し
。

O
連
歌
賦
物
井
旧
式
之
法
同
誹
諾
へ
用
事

O
夫
、
連
歌
の
本
式
と
い
ふ
事
、
世
に
秘
す
る
事
の
や
う
に
云
あ
ら
わ
せ
侍
る
。
更

に
秘
す
へ
き
事
に
は
あ
ら
す
。
此
名
、
新
式
を
ゑ
ら
は
れ
し
よ
り
出
た
る
名
也
。
夫

よ
り
以
前
は
、
唯
連
歌
式
目
な
り
。
此
式
目
あ
り
来
り
し
故
に
、
後
に
撰
れ
し
を
新

式
と
い
ふ
。
」
(
に
ニ
)
以
前
は
、
旧
式
と
も
又
は
本
式
と
も
云
也
。
此
本
は
、
も
と
、

云
義
な
り
。
真
の
式
目
な
と
、
あ
や
ま
り
て
、
秘
事
の
や
う
に
も
云
な
せ
る
な
る

也
。
此
式
目
、
今
に
清
水
寺
に
残
り
て
用
ら
る
、
也
。
仰
、
俗
に
清
水
連
歌
と
も

云
、
永
禄
の
頃
、
六
波
羅
普
門
院
に
て
興
行
有
。
紹
巴
な
と
も
出
座
と
な
り
。
此

式
、
建
治
二
年

後
宇
多
錠

御
宇
也
。

於
鎌
倉
藤
谷
為
相
卿
作
と
も
云
。
又
、
同
頃
中
納
言
為
藤

卿
作
り
給
ふ
と
も
云
也
。
そ
れ
よ
り
以
前
は
、
此
道
の
式
目
も
あ
ら
す
。
百
句
、

五
十
句
と
つ
ら
ぬ
る
事
も
な
く
、
唯
上
の
句
を
〔
云
〕
か
く
れ
は
、
下
の
句
を
つ

ぎ
、
下
の
句
云
か
く
れ
は
、
上
の
句
を
次
な
と
し
て
す
み
し
事
也
。
旬
、
次
句
と
も

文
一
名
ゑ
び
す
歌
と
も
云
侍
る
也
。
彼
式
目
出
来
て
よ
り
、
百
句
、
五
十
句
と
続
侍

れ
は
、
此
連
歌
と
い
ふ
」
(
に
こ
)
名
目
出
来
た
り
。
さ
れ
は
、
連
歌
は
歌
を
二
つ
に
分

た
る
に
似
て
、
又
差
別
有
。
歌
は
、
上
の
句
に
首
尾
と
、
の
わ
す
、
下
の
句
も
又
首

尾
と
、
の
わ
す
、
上
下
ま
せ
合
て
首
尾
相
調
、
面
白
き
色
の
あ
ら
わ
る
、
也
。
連
歌



は
、
上
の
句
に
も
首
尾
相
調
、
又
下
の
句
に
も
首
尾
相
調
て
、
扱
両
句
引
合
す
れ

は
、
又
格
別
に
上
下
の
首
尾
相
調
て
、
面
白
き
姿
も
あ
ら
は
れ
侍
る
也
。
仰
、
連
歌

と
云
前
に
よ
ら
さ
る
は
、
た
、
事
也
。
扱
、
新
式
は
後
普
光
園
摂
政
良
基
公

二
傾
殿
也
。

諒
一
一
符
引
判
断
ョ
其
後
、
又
後
常
思

寺
関
白
兼
良
公
一
信
也
書
加
へ
給
ふ
を
新
式
追
加
と
号
す
ロ
持
細
川
創
刊
な
一

E

応
安
五
年
に
改
め
書
か
へ
給
ふ
を
云
也
。

但
し

其
頃
ハ
宗
匠
宗
湖
に
も
御
相
談
し
給
ひ
し
と
也
。
享
徳
元
年
」
(
に
三
)
、
緊
噌

此

時
、
和
漢
の
式
目
も
出
た
り
。
其
後
、
又
肖
柏
誹
唆
勅
を
受
て
遺
遥
院
な
ど
相
談

あ
り
て
、
文
亀
元
年
輪
喰
書
加
へ
ら
れ
し
を
新
式
今
案
と
云

/
¥
改
め
来
り
て
、
其
後
今
に
新
式
今
案
と
て
世
に
用
ら
る
注
連
歌
の
式
目
也
。
誌

よ
り
事
保
八
年
迄
弐
百
廿
三
年
也
.
也
治
式
年

よ
り
本
傑
八
年
巡
四
百
弐
十
三
年
に
段
る
也
。

事
徳
一
元
年
よ
り
文
亀

一
花
年
迄
五
十
年
也
。

段

右
、
本
式
新
式
の
差
別
如
是
也
。

O
賦
物
之
紗

替
は
山
何
は
上
賦
也
。
何
道
は
下
賦
也
。

O
山
何

出

卯
木

石

林

自身

路

原

主

鳥

松

風

眉

百
合

蕨

入

人

守

藍

嵐

i
 
l
 
---s' 

E患

回

橘

井」(月一一)

陰

垣

梨

木
綿

雪
';z::有t

草

桜

木

雑

衣

里

沢

雰

下

，_._， 
序

水

主臣

女

蝉

雪

北

柴

霊

関

手

畑

彦

使

声

戸た
回

鳩

寺

祭

榊煙

越

鷹

回

O
何
路

メλ
マ

市

家

古

細

通

夢

石

法ロ

下

船

衣

隠

浪

旅

遠

品問

狩

山

宮

ヲb
ニE二

駅

母一胃

作

天

長

~IJ 

中

O
何
木

O
何
人

O
何
船

野関古思11宿常
盤

老天舞嶋鵜
飼

石荷夜杉市

海坂帯玉若松百家若‘b
 

樵村雰
立

春坂i白I
 
l
 

--EE' 
上鈴

車都錦染黒枕名市費山外民夏
aム8
石唐下湊

闇湊年柚白本里庭千
早

諸使秋初，鳥朝草釣

ム
朝
何
是
ま
で
五
ヶ
の
賦
物
な
り
。

匂

髪

市影

機
占軍事

巨え

貌

シ
メ
リ

浜神千流赤舟節古舟姉=
ニ乙田

舎
夢冬桂御タ枝j中戸

朝谷唐埋枝日御干市遠
近

月文天
津

魚椿友柴水妻
迎

床狩

東塩笠並丸琴弓Am 
友流木網

代
筏早千高百東

風
l
 
l
 

'EE
，，
 

，_._， 
芹恋尾

」
(
清
)

i手爪塩~ 

昌白氏宿雪雪

上
出
」
(
百
)

片品問i手貢渡露

田

水立

沈

老

山

キす

冨リ花

千

下

桜

都

歌

政

隣

逮

道
行

入

破

鳩

渡

屋
形

鵜

ウ
ツ
ホ

松

芦
葉

風

嵐

霧

壁胃
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霜

曇

日

水
舟
」
(
仁
五
)

寝

塩

イ

テ

ム

タ

何

栄

庭

露

浪

塩

道

雰

涼
ア
サ
リ
か

紅

養

闇

ム

花

何

色

蓮

染

妻

山

桜

藍

盛

瓶
ム

花

之

何

春

埋

木

枢

庭

香

髭

貌

宿

測

梢

木

旧

里

雲

木
間

ム

唐

何

糸

椿

泊

鏡

笠

務

梅

青

州

櫛

匝

衣

綾

絵

花

橘

機

塩

国

蓬

桃

建

紫

車

松

筆

種
麦
」
(
仁
六
)
人

菊文紅竹萩

舟墨木鼓錦

葵琴藍名烏

枕紙玉梨神

都山快契秋

曇衣袖面色

下枝露奥錦

本心雲別匂

紅主慈影所

瀧薗匝鏡友

星

泊
風

嵐

霜

影

暮

山

董

風
下

除

男

衣

見

渡

霞

貌

月

夜

街

水

川

時

雨

雲

舟

日

凍

笠

箆

影

袋

浪

薄

人

摺

垣

園筏霊2ィ詠手附
'テ句

雫盛形梓時
見
」野心橘煙草声月
(
r一
五
)

菊ム

下

何

匂

影

枯

水

道
木

裳

ム

手

何

タ心

文

ム

初

何

花

雁

鴎

満

苗
手

入

山

精

進

卯

花

ム

御

何

池

狩

影

鷹

園
歌

渡

井衣判l 橋

法袖門柱

凱

山

一

戸

注

連

垣

空

網
山

社

祭杖笠年

幣
」
(
元
)

代

田

津

国

舟

名

心寺氏貌

藍煙萩桜水色涼緑染色

氷涼

日

月

口

u

月

夜

声

千嶋

道草

出紫

羽越

ムム
重言白包海竹青声

何

髪何野橘色
鷺

尾
玉石雲玉糸

稲

石

羽

椿

鵬

浪

草

山

楊

糸

羽

花

鵠

浪

杖

布

木

綿

蹄

蹄

葉

萩

帯

草

焦

榔

蹄

(

円

ハ

)

乱

柴

置

柳

根

糸

石

松

引

習

枕

色

市

春

風

蕨

悶

鳥

狩

草

若

水

尾

花

舟

若

菜

吉''風

玉

網秋
冬
子

日

空

手

枕

霞

夢

物

雰嵐露紅 車
葉

穂雪霜鷲 染

樋思蕨

絵衣風

紅

葉

心

支

背

E
宮

R
1

・・・，，
B

紐

萌

雲萩 i期苗葉

花

袴

莱

馬
駒

柴
烏

縫

真

弓

菅

木玉六木田
椿月立
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琴

手

ム

何

心

花

ム

片

何

山

鶏

下
紐

敷

ム

薄

何

色

緑

雲
花

田

ム

何

風

春

西

時
都

タ

雨

南

ム

何

水

春

花

若

朝

夕
雪

閲

ム

何

屋

板

瓦

妻
篠

柴

水

庚

ム

何

草

春

戚

庭

都夏 御土石石沢下夏北浦帆秋煙紫板嵐時袴片主
井

千秋

茅冬

若磯

入

初

カ

サ

百

夜

唐

陰

百葉

関馬岩 沼田秋湊裏神冬衣紅花乱戸帆世木

浜離芦 池玉冬嶋浜山初墨青機岸岡破現榊

裳

火
下

野
返

歌

心

眉
手

恋

匂

霞
曇

満

萌
木
家

羽
谷

沖

ッ

板

間

野

東

風

東

山

川

流

雲
埋

立

磯松市

杉長穂

苫草田 桜氷谷開萩川葉 氷雰祭思使山物
(
に
七
)絶

ン
天

津

早

下

夜
松

手

追

汐

岩

原
手

雨

忘

瀬」
(
仁
八
)

菅

一

烏

竹

車

塩

旅

時結
雨

雨回
企

物霜

鏡

田

川

岸

川

目

白

羽

山

芝

ム

何

回

春

浜

湊
忍

苅

ム

何

烏

初

花

生
関

白

ム

何

馬

板

木

白

上

競

ム

何

色

楊

木

羽

染

紅
一

暮

ム

何

衣

色

入

満

織

旅

班

雨

中

母

布

ム

何

文

石

稲鶏麻毛摺香墨簿栄桜引絵早都雲放荒遠夏教恩手

烏塩緑夏狩墨光浅枯糸毛放友

軍五白秋汐羽丙二櫨石
百 水
機

門

唐

夜

回

大
和
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五

初

款

冬

梶
子
」
(
な
)
上

花

田

日

紫

萌

木

青

常

盤

葉

花

山

分

唐

白

砂

身

冬

小

夜

卯

花

下

キ

馴

露

分

野

分

初

代

玉

簿

古
軍

涼

草

金
下

葉

火

雀

今
様

初老

母若

御竹

飾夏

免3冬

野ウ
ツ
ユ/

露

月

下

一

夜

二

葉

朝

手

向

日

陰

富

秋

冬

岩

恩

門

沼

青

桜

庭

千

唐

朝

夜

縁

浮山 席池落タ記
今

菅水 古水葵青村

文田 七

野

埋

御

水
壁
」
(
可
)

小

初

水

野

嶋嶋



ム
何
物

ム
何
所

ム
千
何

ム
玉
何

ム
何
世

便タト檎〈尽秋水
[
手
l

桶
]

虫樺君

立笛初作出
....._ 
f百
直
木

τ士=
F口松磐

'
床判1

O
一
字
露
顕
之
事

日

火

O
二
字
反
音
之
事

花

縄

O
三
字
中
略
之
事

霞

紙

オ土
日忍置飾入人機木垣鉾簾千蚊夏菖

滞

O
四
字
上
下
略
之
事

錆

概

玉
章

包木
Z

貝糸，烏自鳥電
...... 
設自臣等御香網雨松

古取御置代里江楊鋪鏡万名

結織記回年夏橋椿匝手
箱

莱

朗
経
二
十
毎
度

有
体
之
字
也
。

手唐宿
直
立草重

向
品
市

白
"
川

U
3

・
枝作七

水

民
統
ニ
字
‘
%
有
鉢
の
字
也
。

罪

桂

知
是
一
-
7
字
罰
の
字
、
略
中
一
字

又
成
二
字
.
b
H
品
特
之
学
也
リ

苗
代

唐橋

本
」
(
可
)

染朝7任夜l
 
l
 
--.，， 柏」
(
日
。
)

串
ρ担.

吊

内

釦
是
四
字
調
の
字
時
上
下
二
字
成
ニ
常
有
鉢
之
字
な
り
。
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往
古
、
以
賦
物
為
題
、
或
は
百
韻
、
或
は
五
十
旬
、
毎
句
用
其
賦
物
。
近
代
ハ

国

衣

発
句
は
か
り
賦
物
の
沙
汰
有
。
脇
以
下
一
向
不
取
之
。
仰
似
無
所
」
(
花
一
)
詮
、

柳
不
忘
旧
儀
而
巳
也
。

宮

但
シ
石
一
字
露
顕
の
日
は
平
声
也
。
火
は
去
声
也
。
蚊
と
香
向
上
声
。
名
は

平
声
、
菜
は
去
声
也
。
如
是
の
事
く
る
し
か
ら
ぬ
に
や
。
然
也
。
返
音
中
略

町

入

上
下
略
の
所
に
も
四
声
の
か
は
り
有
と
も
く
る
し
か
る
ま
し
。
中
に
も
不

審
、
上
下
略
の
中
、
鴛
を
械
と
取
る
。
鷲
は
う
く
ひ
す
也
。
械
は
く
ゐ
也
。

井

ひ
と
ゐ
の
仮
名
も
不
苦
事
に
や
。

殿笹

ホ
ト
、
キ
ス

又
発
句
の
中
二
字
続
を
取
事
有
。
職
郭
公
と
句
の
中
に
有
を
賦
物
に
山
何
と

ウ

ツ

キ

ウ

ツ

キ

取
。
又
句
の
中
に
卯
木
と
」
(
ぞ
)
有
を
山
何
と
取
。
此
類
多
し
。
又
発
句
の
中

ム

メ

ノ

キ

ハ

ナ

ノ

キ

の
一
字
、
の
、
字
を
添
て
取
も
あ
り
。
聡
は
何
木
と
取
る
、
何
木
と
も
取
也
。

カ
サ
シ

又
賦
物
に
の
、
字
を
付
て
取
事
も
有
。
職
は
発
句
に
挿
頭
と
有
時
、
賦
物
に
花

カ

サ

シ

カ

9

E

カ夕、.、

之
何
と
取
。
又
記
念
と
句
の
中
に
有
を
花
の
何
な
と
、
も
取
事
也
。
惣
而
此

髭

藻

同

類
多
し
。
准
し
て
知
る
へ
し
。

E
チ

イ

ヘ

ユ

メ

又
、
賦
物
に
、
路
と
も
取
句
に
、
家
の
字
、
又
夢
の
字
あ
ら
は
、
何
路
、
何
路

ヤ

?

チ

ヨ

ミ

チ

な
ど
、
も
取
也
。
又
句
に
、
山
の
字
、
夜
の
字
有
時
は
、
何
路
、
何
路
な
と
、

」(一戸
δ
)

と
る
。
又
賦
物
の
白
を
シ
ラ
と
も
シ
ロ
と
も
取
。
除
は
、
句
の
中
に
烏
共
玉
と

シ

ラ

ト

リ

シ

ラ

9
7

ツ
ル

も
有
時
は
、
白
何
」
(
行
.
一
)
、
白
何
な
1
y
ご
取
事
也
。
又
句
の
中
に
鶴
や
布
と
あ

ツ

ル

ヌ

ノ

る
時
、
白
何
、
白
何
と
取
る
。
又
賦
物
の
手
の
字
を
取
時
、
円
H
U
取
也
。
除

9
7
9
ラ

タ

ツ

ナ

は
、
句
の
中
に
桃
や
網
な
と
、
有
時
、
手
何
、
手
何
な
と
、
も
取
。
又
句
の
中

テ

ソ

メ

テ

ヲ

ル

マ

に
染
の
字
車
の
字
有
時
は
、
手
何
、
手
何
な
と
、
動
か
せ
て
も
取
事
也
。
是
等



の
類
、
別
商
旧
式
の
連
歌
十
句
に
賦
物
を
わ
た
す
事
な
れ
は
、
う
こ
き
て
も
く

る
し
か
ら
さ
る
事
、
合
点
し
て
よ
し
。
勿
論
、
上
賦
物
、
下
賦
動
す
事
は
な
ら

ぬ
也
。
発
句
上
賦
な
ら
は
、
不
残
夫
に
随
ふ
。
発
句
下
賦
な
ら
は
、
又
そ
れ
に

随
ふ
事
也
。

又
発
句
に
取
賦
物
の
時
、
二
ッ
に
渡
る
は
不
取
之
。
聡
は
」
(
児
-
一
)
山
桜
と
云
句

に
人
の
字
不
取
之
。
人
は
、
山
人
、
桜
人
と
渡
る
ゆ
へ
也
。
三
ッ
に
渡
る
は
勿

論
、
自
余
准
之
。

一
字
露
顕
の
賦
物
は
、
近
来
百
韻
連
歌
に
も
毎
度
悉
く
用
之
。
尤
有
其
興
。
二

字
反
音
の
賦
物
は
千
句
連
歌
の
発
句
計
に
常
/
¥
用
之
也
。
但
シ
、

一
説
に
近

代
は
一
字
露
顕
を
も
百
句
連
歌
に
不
用
事
也
。
賦
物
の
字
、
上
古
は
百
句
の
中

不
犯
之
。
中
頃
は
面
八
句
計
忌
之
也
。
近
来
は
無
其
沙
汰
。
頗
可
レ
謂
一
一
無
念
-
。

仰
近
代
至
第
三
、
賦
物
の
字
酪
酌
之
。
但
シ
昔
は
発
句
に
直
に
賦
物
を
取
。
今

は
、
脇
、
第
三
等
出
来
し
て
後
、
賦
物
を
取
ル
、
然
也
。
第
三
迄
賦
物
の
字
掛

酌
之
。
差
別
知
何
。
今
も
」
(
行
三
)
直
に
発
句
に
賦
物
取
侍
ら
は
、
第
三
迄
掛
酌

可
有
之
。
時
に
可
随
事
也

O
連
歌
本
式
之
法

又
旧
式
と
も
云

O
初
折

面
十
句

毎
句
発
句
合
一
一
賦
物
一

名
所
与
名
所
隔
一
一
五
句

普
は
百
句
役
合
.

一
説
歪
第
三
。

O
名
所

不
厭
作
表

常
の
研
式
三
旬
也
。

O
同
季
隔
二
五
句
一
中
無
計
キ
ハ
他
季
一
則
不
レ
為
レ
之

連
続
二
句
も
不
レ
抱
ラ
o

常
は
七
句
去
也
。

。
月

花

松

舟

煙
ぉ
隔
一
一
十
句
一

常
は
じ
旬
去
な
り
。

夢

泊且
刷
物
与
貨
物
隔
二
句

竹

O
景
物
不
可
連
続
三
句

時
鳥
諜
覚
は

常
外
最
初
に
入
。

O
降
物
与
降
物
隔
二
句

常
は
三
旬
去
也
。

O
援
鍵
物

O
州
木
同
前

尤
副
官
又
は
雰
煩
又
本
草
な
ど
・
渇
ふ
。

」(円ゴ一)

0 
棋

猿
供
に
為
山
類

常
非
山
期
也
。
似
し
山
に
有
閑
は

山
額
也
。
海
辺
の
関
は
水
辺
な
り
，

檎
原

関

O
名
残
の
裏
六
句

八
本
也
。

花

此
外
は
如
応
安
新
式
相
〔
守
〕
る
へ
き
也
。
然
は
右
に
云
所
の
十
余
ヶ
保
有

り
。
建
治
の
式
目
、
応
安
の
式
目
之
か
は
り
め
也
。
右
の
外
は
、
皆
応
安
の

式
目
の
こ
と
く
と
あ
れ
は
、
旧
式
用
捨
あ
ら
は
也
。

O
影
誹
諾
本
式
の
法

O
抑
、
誹
諸
に
本
式
と
云
事
な
く
、
新
式
と
云
事
あ
ら
さ
る
也
。
今
誹
諸
に
用
来
る

法
は
、
連
歌
の
和
漢
の
法
を
か
り
で
、
貞
徳
翁
少
/
¥
料
簡
を
加
へ
御
傘
に
云
あ

ら
は
す
。
」
(
花
凶
)
立
圃
又
料
簡
し
て
花
火
草
に
く
は
し
く
す
。
但
し
、
貞
徳
翁
は

誹
諾
に
賦
物
を
と
ら
す
。
尤
其
い
わ
れ
な
き
に
あ
ら
す
D

連
歌
に
取
る
は
、
無
名

之
連
歌
の
時
也
。
誹
諾
は
連
歌
の
名
字
也
。
験
は
、
夢
想
、
懐
旧
、
経
文
、
名

号
、
追
普
等
、
皆
名
之
連
歌
也
。
俗
言
を
ま
し
へ
て
す
る
連
歌
な
れ
は
、
誹
諾
之

連
歌
と
端
作
り
に
書
也
。
然
〔
は
〕
名
字
也
。
仰
而
賦
物
の
沙
汰
に
及
は
す
と

也
。
是
一
通
り
尤
の
事
共
也
。
立
闘
は
必
誹
諸
に
賦
物
を
取
。
意
趣
は
右
の
貞
徳

言
所
其
侭
う
け
て
、
上
古
誹
諾
未
分
、
今
連
歌
誹
諾
と
分
り
て
、
彼
名
字
と
言
。

誹
詩
体
に
成
侍
る
趣
は
則
誹
諸
に
又
名
字
付
た
り
。
所
調
、
彼
夢
想
、
懐
旧
、
経

文
、
名
号
、
追
善
等
也
。
其
時
、
夢
想
之
誹
諾
」
(
官
)
懐
旧
之
誹
譜
の
二
字
鉢
に

成
た
る
し
る
し
也
。
さ
あ
れ
は
常
の
無
名
の
百
句
千
句
等
に
賦
物
と
ら
て
は
題
の

意
味
不
知
故
也
。
是
亦
其
差
別
分
明
に
尤
と
聞
え
侍
る
也
。
右
之
趣
、
此
問
答
を

よ
く
合
点
し
て
、
此
う
へ
は
其
席
に
随
ひ
賦
物
所
望
あ
ら
は
取
へ
し
。
又
誹
諾
の
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連
歌
と
端
作
リ
有
て
も
く
る
し
か
ら
す
。
さ
れ
と
も
、
兼
て
賦
物
の
用
意
も
し
て

置
へ
し
。
扱
誹
諾
の
賦
物
は
、
連
歌
之
こ
と
く
五
ヶ
以
下
小
賦
物
等
を
立
て
言
に

も
有
へ
か
ら
す
。
発
句
に
随
ひ
て
弥
し
き
興
有
文
字
を
可
取
る
也
。
又
連
歌
の
こ

と
く
と
望
人
あ
ら
は
そ
れ
を
も
望
に
ま
か
す
へ
し
。
是
誹
請
の
徳
也
。
勿
論
望
人

な
き
に
連
歌
の
こ
と
く
取
は
比
興
た
る
へ
し
。

」
(
児
五
)

右
之
趣
、
当
時
誹
譜
之
賦
物
の
差
別
也
。

猶
又
新
式
連
歌
の
こ
と
く
当
時
の
誹
諾
千
句
な
と
興
行
の
時
は
、
賦
物
は
喰

lま

O
山
何

伏

犬

去

ダ
チ

の
類
ひ
に
か
わ
る
へ
き
に
や
。

O
何
路

な
と
、
も
か
わ
る
へ
き
に
や
。

泥

砂

伝

逃

O
何
人

盗

短

気

な
と
も
も
か
は
る
へ
き
に
や
。

~~. 

ヅb
ニ乙

O
何
舟

植
木

な
と
、
も
か
は
る
へ
き
か
。

茶

餅

O
何
木

モ
ギ

な
と
=
も
申
へ
き
か
。

、.，、
ノ、『
A
1

タ
Jレ

是
ま
て
、
五
ヶ
、
其
外
小
賦
物
に
う
つ
り
て
も
右
連
歌
に
取
る
所
を
能
合
し
て
誹

諸
に
は
興
有
。
文
字
詞
に
か
は
り
て
、
い
か
ほ
と
も
作
意
可
有
事
也
。

」
(
伊
豆
)

扱
、
又
一
字
露
顕
、
二
字
反
音
、
三
字
中
略
、
四
字
上
下
略
、
是
等
は
右
申
こ
と

く
連
歌
千
句
の
時
取
る
也
。
百
句
誹
諾
に
は
、
三
字
中
略
迄
も
取
へ
き
に
や
。
誹

諾
の
興
也
。
千
句
誹
諾
の
時
は
、
其
外
の
賦
物
は
勿
論
、
彼
一
字
露
顕
よ
り
四
字

上
下
略
は
申
に
お
よ
ぱ
す
、
其
外
三
字
下
略
上
略
、
四
字
上
下
略
、
五
字
部
説
、

一
字
借
音
、
二
字
除
篇
、
同
除
冠
、
同
他
添
な
と
冶
い
ふ
事
も
誹
諸
に
は
用
ふ
へ

き
か
。
さ
れ
と
も
、
常
の
百
句
、
又
は
五
十
句
の
時
は
取
へ
か
ら
す
。
勿
論
、
常

の
誹
詩
賦
に
も
、
連
歌
の
こ
と
く
二
ッ
三
ッ
に
通
ふ
事
は
取
へ
か
ら
す
。
是
等
の

賦
物
の
取
ゃ
う
、
あ
ら
/
¥
し
る
す
。
聡
は
、
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O
一
字
露
顕
は
、
寂
を
音
に
取
。

O
二
字
返
音
は
、
母
取
。

」
(
行
六
)

O
三
字
下
略
は
、

一
ッ
を
人
と
取
。

O
上
略
は
、
桜
を
蔵
と
取
。

O
中
略
は

此
外
四
字
略
、
右
に
随
ふ
て
知
る
へ
し
。

衡
を
塵
と
取
。

O
一
字
借
音
は
、
化
粧
な
と
B

句
に
有
時
、
化
の
字
を
借
り
て
毛
と
間
し
む
。
句
の

中
の
声
を
一
字
借
也
。

一
字
露
顕
に
似
た
れ
と
も
、
音
を
借
り
た
と
直
に
訓
を
あ

ら
は
す
と
の
違
也
。

O
二
字
除
稿
、
織
は
句
の
中
に
鱈
と
云
字
あ
ら
は
、
其
篇
を
除
て
、
あ
と
に
作
り
の

雪
残
ル
也
。
松
な
ら
は
公
と
な
る
。
明
な
ら
は
月
に
成
也
。
除
冠
、
除
沓
も
、
是

等
の
心
に
て
お
も
ひ
は
か
り
給
ふ
へ
し
。

O
他
添
と
云
は
、
句
の
中
に
毎
の
字
あ
ら
は
、
木
を
添
て
見
る
べ
し
。
」
(
巧
ハ
)
梅
に

成
ル
也
。
此
外
皆
是
に
准
し
て
知
る
へ
し
。
乍
去
、
前
に
申
こ
と
く
、
百
句
、

五
十
句
の
誹
諸
に
は
取
へ
か
ら
ず
。
千
旬
、
万
句
な
ど
に
は
取
へ
き
事
也
。

但
シ
、
歌
仙
、
源
氏
な
と
は
、
名
の
誹
請
な
れ
は
、
尤
賦
取
へ
か
ら
す
。
四
十
四

は
、
百
句
の
誹
諾
中
、
二
折
略
し
た
る
事
な
れ
は
、
賦
物
と
る
と
も
く
る
し
か
ら

す
。
但
、
端
作
に
四
々
四
之
誹
譜
と
書
侍
ら
は
、
其
通
な
る
へ
し
。

右
に
云
残
し
侍
る
賦
物
の
字
、
誹
諸
に
て
は
第
三
迄
不
犯
之
。
連
歌
に
て
は
十
句

の
問
也
。
日
意
は
、
賦
物
十
句
に
い
た
る
ゆ
へ
也
。
誹
諾
は
第
三
ま
で
な
れ
は

也

O
誹
譜
本
式
之
定

」
(
朽
七
)

O
賦
物
の
差
別
は
、
委
細
申
侍
る
也
。
但
、
本
式
を
立
て
賦
物
を
定
め
侍
ら
は
、
第

三
迄
渡
。
新
式
之
時
は
、
発
句
計
に
取
。
四
字
上
下
略
以
下
の
類
は
、
尤
む
つ
か



し
か
る
へ
し
。
五
ヶ
、
小
賦
の
類
に
て
す
へ
き
事
也
。
但
し
、
口
伝
有
。

連
歌
の
こ
と
く
八
本
用
る
也
ロ

O
表
十
句

側
、
第
三
迄
合
。
発
句
賦
物
、
連
歌
は
十
句
に
合
す
る
な
り
。

又
、
連
歌
の
初
折
表
に
、
名
所
、
寂
覚
な
と
冶
云
事
、
面
白
と
て
す
る
事

O
名
所

不
厭
作
表

名
所
よ
り
名
所
、
隔
一
一
三
句
一
。

な
れ
は
誹
請
に
も
同
し
か
る
へ
し
。
去
な
か
ら
連
歌
に
名
所
を
表
に
出
す

但
し
連
歌
は
本
式
に
五
句
也
。
新
式
に
は
三
句
也
。
誹
諾
は

事
不
厭
と
言
へ
は
必
す
る
と
言
事
に
あ
ら
す
。
出
て
も
不
出
と
も
也
。
縁

常
は
ニ
句
也
。

覚
は
」
(
日
八
)
必
一
興
と
す
る
事
な
れ
は
誹
諸
に
も
必
有
へ
き
事
也
。

O
同
季

隔
五
句

O
景
物
不
可
連
続
三
句

時
鳥
.
聴
覚
は
常
の
外
な
り
.

但
し
、
中
に
無
他
ノ
季
、
則
不
為
也
。
連
続
二
句
不
抱
。
」
(
円
じ
)
但
シ
常

此
段
も
連
歌
誹
譜
用
捨
の
所
な
し
。

の
連
歌
に
は
同
季
七
句
去
也
。
連
歌
本
式
も
五
句
去
也
。
常
の
誹
諾
も
五

O
降
物
与
降
物
隔
三
句

句
去
な
れ
は
、
三
句
に
も
定
む
へ
け
れ
と
も
、
中
に
他
の
季
入
法
有
ゆ

但
常
の
連
歌
に
は
三
句
去
。
是
も
常
と
本
の
誹
諾
の
こ
と
く
な
り
。

へ
、
三
句
に
て
は
せ
は
し
。
仰
耐
如
連
歌
五
句
と
す
。
此
例
連
歌
に
打
越

無
用
捨
也
。

を
嫌
ふ
物
、
誹
請
に
ゆ
る
す
法
な
く
て
も
同
し
う
用
る
か
こ
と
し
。
又
中

O
景
物
与
景
物
隔
二
句

謀
覚
、
時
鳥
は
景
物
の
外
也
。

に
他
の
季
入
れ
ぬ
と
誹
諸
に
定
め
侍
る
も
本
式
の
す
か
た
を
忘
る
、
に
似

O
媛
難
物
与
竣
鑓
物
隔
二
句

た
り
。

但
し
、
違
そ
ひ
き
の
事
也
。
職
は
雲
と
煙
と
の
違
ひ
て
の
事
也
。

月
、
花
、
舟
、
夢
、
涙
、
煙
、
等
各
隔
七
句
。

O
草
与
木
隔
二
句

新
式
連
歌
に
は
、
月
、
舟
、
夢
、
泊
、
竹
、
煙
等
七
句
去
也
。
本
式
に
は

是
等
も
常
の
誹
請
の
定
と
同
じ
事
也
。
無
用
捨
也
。

」
(
行
九
)

十
句
去
也
。
常
の
は
い
か
い
に
は
、
是
等
五
句
去
也
。
但
し
、
花
は
格
別

0 
槙

槍
原

関

5実

供
に
&
山
頭
。
此
差
別
速
歌
の
所
に

断
ゆ
侍
る
也
。

の
事
な
れ
は
外
に
し
る
し
侍
る
。

」
(
花
八
)

常
の
連
歌
誹
諸
に
は
、
模
、
槍
原
、
猿
等
、
非
山
類
。
関
は
前
に
申

花

見
渡
し
に
一
本
ッ
、
す
へ
し
。
其
の
問
折
か
わ
る
と
も
、
表
裏
か
わ

こ
と
く
也
。

る
と
も
、
其
の
か
わ
り
め
な
し
に
七
句
去
と
知
る
へ
し
。
物
に
よ
り
て
折

O
名
残
裏
六
句

花
八
本

共
に
連
歌
の
こ
と
く
用
捨
あ
ら
す
。

か
わ
れ
は
、
七
句
の
も
の
五
句
去
り
、
五
句
の
も
の
三
句
に
も
ゆ
る
す
事

右
之
内
、
花
は
前
に
申
こ
と
く
如
連
歌
人
本
な
る
へ
し
。

あ
れ
と
、
夫
と
は
品
か
わ
る
也
。
又
連
歌
新
式
に
て
は
花
四
本
な
れ
は
、

月
は
是
は
七
句
去
の
内
に
有
て
数
の
差
別
な
し
。
し
か
れ
は
見
わ
た
し
に

誹
譜
に
も
其
侭
用
て
四
本
也
。
是
に
応
し
て
本
式
に
も
か
わ
り
め
な
く
、

季
を
か
へ
て
、
或
は
有
明
、
三
ヶ
月
、
又
は
似
せ
も
の
注
月

査
の
影

67 



何
月
派
、
な
と
も
か
わ
り
て
七
句
去
侍
ら
は
、
折
ふ
し
二
ッ
有
て
く
る
し

か
ら
ぬ
事
也
。

右
之
外
常
の
誹
諾
の
提
の
こ
と
く
有
へ
し
。
但
し
貞
徳
流
、
立
園
流
、
又

は
伊
勢
守
武
流
な
と
=
て
、
何
レ
」
(
日
九
)
も
料
簡
か
わ
り
め
有
之
事
也
。

連
歌
の
新
式
に
て
考
見
る
に
、
何
れ
も
理
リ
有
。
何
れ
も
非
有
。
何
れ
を

是
と
定
る
も
如
何
也
。
と
か
く
其
席
の
宗
匠
の
さ
は
き
に
随
ふ
へ
し
。

猶
、
連
歌
和
漢
の
法
を
味
ひ
て
、
ゆ
る
す
所
、
ゆ
る
さ
ぬ
所
を
合
点
有
へ

き
事
也
。
O
懐
紙
端
作

O
常
の
連
歌
誹
諾
、
五
ヶ
、
小
賦
等
は
相
定
リ
の
通
。
職
は
、

賦
何
道
之
誹
諾

賦
何
何
之
誹
諾
也

又
、
賦
何
事
之
誹
諾
、
其
外
准
じ
て
知
る
へ
し
。

」
(
澗
0
)

右
誹
諦
執
筆
之
巻
梓
鶴
相
伝
之
通

依仰
奉
差
上
候
以
上

宝
暦
八
戊
寅
年
二
月
六
日

船
越
三
蔵
〔
印
]

恭
康
[
花
押
]

上

」
(
情
。
)

〈
付
記
〉
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本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
八
戸
市
立
図
書
館
長
兼
八
戸
市
史
編
さ
ん
室
長
藤
田
俊

雄
様
を
は
じ
め
、
八
戸
市
立
図
書
館
の
皆
様
に
は
、
特
段
の
お
世
話
に
預
か
り
ま
し

た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と

文
芸
享
受
」
(
代
表
・
大
高
洋
司
)
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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